
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶の駆動条件及び発光ダイオードごとの駆動条件を予め記録し，液晶表示装置の動作
時に外部から供給される制御信号によって記録された前記液晶駆動条件及び前記発光ダイ
オード駆動条件の中から該当する前記液晶駆動条件と前記発光ダイオード駆動条件を出力
するＬＣＤ駆動回路と；
　前記ＬＣＤ駆動回路から供給される前記液晶駆動条件により駆動される液晶パネルと；
　前記ＬＣＤ駆動回路から供給される前記発光ダイオード駆動条件に応じてバックライト
を駆動するためのバックライト駆動回路と；
　前記バックライト駆動回路から発生される信号によって順次駆動される，２以上の発光
ダイオードを備えるバックライトと；を備え，
　前記ＬＣＤ駆動回路は，予め記録された前記発光ダイオードごとの駆動条件の中から，
前記２以上の発光ダイオードに適した駆動条件を前記バックライトで供給し，前記２以上
の発光ダイオードを順次に駆動することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記ＬＣＤ駆動回路は，外部の制御装置から供給される制御信号に応じて，前記予め記
録された発光ダイオードごとの駆動条件の中から，前記２以上の発光ダイオードに適した
駆動条件を出力することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記ＬＣＤ駆動回路に制御信号を供給する前記外部制御装置は，液晶表示装置に接続さ
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れたＣＰＵであることを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記ＬＣＤ駆動回路は，
　前記発光ダイオードごとの駆動条件と前記液晶駆動条件を記録するための第１記録手段
と；
　前記第１記録手段から読み出されたデータを一時的に記録するための第２記録手段を有
するコントローラと；
を備えることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記ＬＣＤ駆動回路の前記第２記録手段は，レジスタであることを特徴とする請求項４
に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記ＬＣＤ駆動回路の前記第１記録手段は，ＥＥＰＲＯＭであることを特徴とする請求
項４または５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１記録手段に記録された前記発光ダイオード駆動条件は，発光ダイオードごとの
輝度及び色度を調節するための駆動条件であり，
　前記ＬＣＤ駆動回路は，前記第１記録手段に記録された駆動条件の中から，前記２以上
の発光ダイオードの輝度及び色度を調節するための前記駆動条件を前記バックライト駆動
回路に前記制御信号により出力することを特徴とする請求項４から６のいずれかに記載の
液晶表示装置。
【請求項８】
　前記バックライト駆動回路は，
　前記ＬＣＤ駆動回路から供給される，前記発光ダイオードの輝度を調節するための駆動
条件に応じて発光ダイオードの順方向駆動電圧を，及び，
　前記発光ダイオードの色度を調節するための駆動条件に応じてＰＷＭ信号を，前記バッ
クライトに供給することを特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第１記録手段に記録された前記液晶駆動条件には，温度による駆動条件，ＬＣＤモ
ードごとの駆動条件，駆動周波数，駆動電圧及びグレイスケールによる駆動条件の中から
，少なくとも１つが含まれていることを特徴とする請求項４から７のいずれかに記載の液
晶表示装置。
【請求項１０】
　前記バックライト駆動回路は，
　前記ＬＣＤ駆動回路から供給される前記駆動条件に含まれる発光ダイオードの輝度に対
する駆動条件を受けて，発光ダイオードの順方向駆動電圧を発生する駆動電圧発生手段と
；
　前記ＬＣＤ駆動回路から供給される前記駆動条件に含まれる発光ダイオードの色度に対
する前記駆動条件を受けて，発光ダイオードのＰＷＭ信号を発生するＰＷＭ信号発生手段
と；
を備えることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　フィールド順次駆動方式の液晶表示装置であることを特徴とする請求項１から１０のい
ずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記液晶パネルは，
　液晶パネルの温度を感知するための温度感知手段と；
　前記液晶を透過する光の輝度及び色度を感知するための輝度／色度感知手段と；
をさらに含むことを特徴とする請求項１から１１のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
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　前記ＬＣＤ駆動回路は，前記液晶パネルから供給される温度感知信号及び輝度／色度感
知信号を受けて，該信号に相応する前記液晶駆動条件及び前記発光ダイオード駆動条件を
前記記録手段から再び読み出し，読み出された前記駆動条件により前記液晶パネル及び前
記発光ダイオードを駆動させることを特徴とする請求項１２に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　多数の画素がマトリックス形態で配列された液晶パネルと，前記液晶パネルで光を順次
発生させるための少なくとも２つの発光ダイオードを含むバックライトと，を備える液晶
表示装置の駆動方法であって：
　前記液晶パネルの各画素の液晶を駆動するための液晶駆動条件及び前記発光ダイオード
ごとの駆動条件を予め記録する段階と，
　前記液晶表示装置の動作時に予め記録された前記液晶駆動条件及び前記発光ダイオード
ごとの駆動条件の中から，該当する前記液晶駆動条件及び前記バックライトに含まれる発
光ダイオードに該当する駆動条件を選択する段階と；
　前記選択された液晶駆動条件によって前記液晶パネルの各画素の液晶を駆動する段階と
；
　前記選択された発光ダイオードごとの駆動条件に応じて前記バックライトの発光ダイオ
ードを駆動するための信号を発生させる段階と；
　前記発光ダイオードを駆動するための信号により前記発光ダイオードを駆動する段階と
；
を含むことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　前記予め記録された駆動条件は，発光ダイオードごとの輝度及び色度を調節するための
駆動条件であり，
　前記発光ダイオードの輝度を調節するための順方向駆動電圧と，前記色度を調節するた
めのＰＷＭ信号と，を含むことを特徴とする請求項１４に記載の液晶表示装置の駆動方法
。
【請求項１６】
　前記予め記録された駆動条件は，温度による駆動条件，ＬＣＤモードごとの駆動条件，
駆動周波数，駆動電圧，及び表現しようとするグレイスケールによる駆動条件の中から，
少なくとも１つが含まれる液晶駆動条件であることを特徴とする請求項１４または１５に
記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１７】
　前記液晶パネルの温度と，前記液晶を透過する光の輝度及び色度とを検出する段階と；
　前記予め記録された前記液晶駆動条件及び前記発光ダイオードごとの駆動条件の中から
，前記検出された前記液晶パネルの温度，並びに前記液晶を透過する光の輝度及び色度に
相応する前記液晶駆動条件及び前記発光ダイオード駆動条件を再び選択する段階と；
　選択された前記液晶駆動条件及び前記発光ダイオード駆動条件により前記液晶パネル及
び前記発光ダイオードを再び駆動する段階と；
をさらに含むことを特徴とする請求項１４から１６のいずれかに記載の液晶表示装置の駆
動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）に関する
もので，特に，発光ダイオードの駆動電流のばらつきにも拘わらず，好ましい色度及び輝
度が得られる，フィールド順次駆動方式（Ｆｉｅｌｄ　Ｓｅｑｕｅｎｔｉａｌ）の液晶表
示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に，カラー液晶表示装置は，上下部基板と，上下部基板との間に注入される液晶
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からなる液晶パネルと，液晶パネルを駆動させるための駆動回路と，液晶に白色光を供給
するためのバックライトとを備える。このような液晶表示装置は，カラーイメージを表示
する方式によってＲ，Ｇ，Ｂカラーフィルタ方式とカラーフィールド順次駆動方式の二つ
の方式に分けられる。
【０００３】
　カラーフィルタ方式の液晶表示装置は，一つの画素をＲ，Ｇ，Ｂ単位画素に分割し，各
Ｒ，Ｇ，Ｂ単位画素にＲ，Ｇ，Ｂカラーフィルタが配列される構造で，一つのバックライ
トから光が液晶を介してＲ，Ｇ，Ｂカラーフィルタに送り出され，カラーイメージを表示
する。
【０００４】
　一方，カラーフィールド順次駆動方式の液晶表示装置は，Ｒ，Ｇ，Ｂ単位画素に分割さ
れない一つの画素にＲ，Ｇ，Ｂのバックライトが配列される構造で，一つの画素にＲ，Ｇ
，ＢのバックライトからＲ，Ｇ，Ｂの三原色の光を液晶を介して時分割的に順次表示する
ことによって，目の残像効果によるカラーイメージを表示する。
【０００５】
　図１は，従来のカラーフィールド順次駆動方式の液晶表示装置を示す概略的な構成図で
ある。
【０００６】
　図１に示すように，液晶表示装置は多数のゲートライン，多数のデータライン及び多数
の共通ラインにスイッチング用薄膜トランジスタが接続されたＴＦＴアレイ（図示せず）
が配列された下部基板１０１と，共通ラインとして共通電圧を供給するための共通電極（
図示せず）が形成された上部基板１０３とを備える。また，上部基板１０３と下部基板１
０１との間には液晶が注入されており（図示せず），上部基板１０３，下部基板１０１お
よび注入された液晶を含めて液晶パネル１００と称する。
【０００７】
　また，液晶表示装置は，液晶パネル１００の多数のゲートラインに走査信号を供給する
ためのゲートライン駆動回路１１０と，データラインにＲ，Ｇ，Ｂデータ信号を供給する
ためのデータライン駆動回路１２０と，液晶パネル１００にＲ，Ｇ，Ｂの三原色の光を供
給するためのバックライトシステム１３０をさらに備える。
【０００８】
　バックライトシステム１３０は，Ｒ，Ｇ，Ｂの光をそれぞれ供給するための３つのＲ，
Ｇ，Ｂのバックライト１３１，１３３，１３５と，各Ｒ，Ｇ，Ｂのバックライト１３１，
１３３，１３５から発光されたＲ，Ｇ，Ｂの光を液晶パネル１００の液晶に供給するため
の導光板１３７を備える。
【０００９】
　通常，６０Ｈｚで駆動する１つのフレームの時間間隔は１６．７ｍｓ（１／６０ｓ）で
あるので，上述のような１つのフレームが３つのサブフレームに分割されたフィールド順
次駆動方式の液晶表示装置では，１つのサブフレームは５．５６ｍｓ（１／１８０ｓ）の
時間間隔を有する。一つのサブフレームの時間間隔は，非常に短い時間でありフィールド
変化を人の目で認識することはできない。従って，人の目では１６．７ｍｓの統合された
時間で認識され，表示された画像は，Ｒ，Ｇ，Ｂの三原色の合成されたカラーとして認識
される。
【００１０】
　そして，液晶表示装置が高速の動作特性を得るためには，液晶の応答速度が速くなけれ
ばならず，それに伴ってＲ，Ｇ，Ｂのバックライトをオン／オフするスイッチング速度も
相対的に速くなければならない。また，液晶表示装置が優れた画質を得るためには，各発
光ダイオードに均一な色度と輝度を有する光を放出しなければならない。
【００１１】
　図２は，図１に示したフィールド順次駆動方式の液晶表示装置に使用されるＲ，Ｇ，Ｂ
のバックライトを駆動する方法を説明するための図である。
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【００１２】
　図２を参照すると，バックライト２２０は，それぞれＲ，Ｇ，Ｂの光を各サブフレーム
に順次放出するＲ，Ｇ，Ｂのバックライト２２１，２２３，２２５を備える。バックライ
ト駆動回路２１０は，上記Ｒ，Ｇ，Ｂのバックライト２２０を駆動するための駆動電圧（
ＶＥＬＤ）を順次発生させるための駆動電圧発生手段２１１を備える。
【００１３】
　バックライト２２０中の，Ｒの光を放出するＲバックライト２２１は，Ｒ発光ダイオー
ド（ＲＬＥＤ）で構成され，Ｇの光を放出するＧバックライト２２３は，Ｇ発光ダイオー
ド（ＧＬＥＤ）で構成され，Ｂの光を放出するＢバックライト２２５は，Ｂの発光ダイオ
ード（ＢＬＥＤ）で構成される。
【００１４】
　駆動電圧発生手段２１０は，Ｒ，Ｇ，Ｂのバックライト２２１，２２３，２２５で同様
なレベルの駆動電圧（ＶＬＥＤ）を共通的に発生させる。駆動電圧発生手段２１０から供
給される駆動電圧（ＶＬＥＤ）は，Ｒバックライト２２１のＲ発光ダイオード（ＲＬＥＤ
）のアノード電極，Ｇバックライト２２３のＧ発光ダイオード（ＧＬＥＤ）のアノード電
極，そして，Ｂバックライト２２５のＢ発光ダイオード（ＢＬＥＤ）のアノード電極にそ
れぞれ供給される。
【００１５】
　また，バックライト駆動回路２１０は，バックライト２２０と接地との間に直列接続さ
れてバックライト２２０から放出される光の輝度を調節するための輝度調節手段２１２を
さらに備える。輝度調節手段２１２は，Ｒバックライト２２１のＲ発光ダイオード（ＲＬ
ＥＤ）のカソード電極と接地との間に接続されてＲバックライト２２１から発光される光
の輝度を調節するための第１可変抵抗（ＲＶＲ）と，Ｇバックライト２２３のＧ発光ダイ
オード（ＧＬＥＤ）のカソード電極と接地との間に接続されてＧバックライト２２３から
発光される光の輝度を調節するための第２可変抵抗（ＧＶＲ）と，Ｂバックライト２２５
のＢ発光ダイオード（ＢＬＥＤ２）のカソード電極と接地との間に接続されてＢバックラ
イト２２５から発生される光の輝度を調節するための第３可変抵抗（ＢＶＲ）を備える。
【００１６】
　従来は，Ｒ，Ｇ，Ｂのバックライト２２１，２２３，２２５の順方向駆動電圧（ＶＬＥ
Ｄ），例えば，４Ｖの電圧が順次に供給されると輝度調節手段２１２の可変抵抗（ＲＶＲ
，ＧＶＲ，ＢＶＲ）をそれぞれ用いてＲバックライト２２１のＲ発光ダイオード（ＲＬＥ
Ｄ）に適した駆動電圧，Ｇ発光ダイオード（ＧＬＥＤ）に適した駆動電圧，Ｂ発光ダイオ
ード（ＢＬＥＤ）に適した駆動電圧を順次に供給する。従って，各Ｒ，Ｇ，Ｂの発光ダイ
オード（ＲＬＥＤ，ＧＬＥＤ，ＢＬＥＤ）には，各サブフレームに適した順方向駆動電圧
がそれぞれ供給されるため，Ｒ，Ｇ，Ｂのバックライト２２１，２２３，２２５は所定の
輝度を有する光を順に発光するようになる。
【００１７】
　つまり，従来はＲ，Ｇ，Ｂのバックライト２２１，２２３，２２５に全て同様に４Ｖの
駆動電圧（ＶＬＥＤ）が供給されるので，Ｒ発光ダイオード（ＲＬＥＤ）を駆動する場合
には，可変抵抗（ＲＶＦ）を用いてＲ発光ダイオード（ＲＬＥＤ）に適した順方向駆動電
圧（ＲＶｆ）を印加してＲバックライト２０１から発光される光の輝度を調整する。
【００１８】
　一方，Ｇ発光ダイオード（ＧＬＥＤ）を駆動する場合には，可変抵抗（ＧＶＲ）を用い
てＧ発光ダイオード（ＧＬＥＤ１）に適した順方向駆動電圧（ＧＶｆ）を印加してＧバッ
クライト２０３から発光される光の輝度を調整する。また，Ｂ発光ダイオード（ＢＬＥＤ
）を駆動する場合には，可変抵抗（ＢＶＲ）を用いてＢ発光ダイオード（ＢＬＥＤ）に適
した順方向駆動電圧（ＢＶｆ）を印加してＢバックライト２０５から発光される光の輝度
を調整する。
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　なお，上記ごときカラーフィールド順次駆動方式の液晶表示装置については、例えば大
韓民国特許公開第１０－２００３－００５７３８７号公報や同特許公開第１０－２００４



【特許文献１】大韓民国特許公開第１０－２００３－００５７３８７号公報
【特許文献２】大韓民国特許公開第１０－２００４－００７１４６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　上述のように，従来は可変抵抗を調整して輝度を適正に調節することができた。しかし
ながら，バックライトを構成する発光ダイオードは，製品ごとに駆動電流のばらつきが最
も大きいために，可変抵抗を用いて輝度を調整しても発光ダイオードごとに異なった駆動
電流による輝度不均一の問題は解決することができなかった。また，発光ダイオードの駆
動電流のばらつき不均一によって，色度もまた調節することができないという問題点があ
った。
【００２０】
　そこで，本発明は，このような問題に鑑みてなされたもので，その目的とするところは
，発光ダイオードの駆動電流にばらつきがあっても，均一な輝度及び色度が得られる最適
な条件で発光ダイオードを駆動させることができる液晶表示装置および液晶表示装置の駆
動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　上記課題を解決するために，本発明のある観点によれば，液晶の駆動条件及び発光ダイ
オードごとの駆動条件を予め記録し，液晶表示装置の動作時に外部から供給される制御信
号によって記録された液晶駆動条件及び発光ダイオード駆動条件の中から該当する液晶駆
動条件と発光ダイオード駆動条件を出力するＬＣＤ駆動回路と；ＬＣＤ駆動回路から供給
される液晶駆動条件により駆動される液晶パネルと；ＬＣＤ駆動回路から供給される発光
ダイオード駆動条件に応じてバックライトを駆動するためのバックライト駆動回路と；バ
ックライト駆動回路から発生される信号によって順次駆動される，２以上の発光ダイオー
ドを備えるバックライトと；を備え，ＬＣＤ駆動回路は，予め記録された発光ダイオード
ごとの駆動条件の中から，２以上の発光ダイオードに適した駆動条件をバックライトで供
給し，２以上の発光ダイオードを順次に駆動することを特徴とする液晶表示装置が提供さ
れる。
【００２２】
　上記ＬＣＤ駆動回路は，外部の制御装置から供給される制御信号に応じて，予め記録さ
れた発光ダイオードごとの駆動条件の中から，２以上の発光ダイオードに適した駆動条件
を出力してもよい。
【００２３】
　上記ＬＣＤ駆動回路に制御信号を供給する外部制御装置は，液晶表示装置に接続された
ＣＰＵであってもよい。
【００２４】
　上記ＬＣＤ駆動回路は，発光ダイオードごとの駆動条件と液晶駆動条件を記録するため
の第１記録手段と；第１記録手段から読み出されたデータを一時的に記録するための第２
記録手段を有するコントローラと；を備えていてもよい。
【００２５】
　上記ＬＣＤ駆動回路の第２記録手段は，レジスタであってもよい。
【００２６】
　上記ＬＣＤ駆動回路の第１記録手段は，ＥＥＰＲＯＭであってもよい。
【００２７】
　上記第１記録手段に記録された発光ダイオード駆動条件は，発光ダイオードごとの輝度
及び色度を調節するための駆動条件であり，ＬＣＤ駆動回路は，第１記録手段に記録され
た駆動条件の中から，２以上の発光ダイオードの輝度及び色度を調節するための駆動条件
をバックライト駆動回路に制御信号により出力してもよい。
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－００７１４６３号公報に開示されている。



【００２８】
　上記バックライト駆動回路は，ＬＣＤ駆動回路から供給される，発光ダイオードの輝度
を調節するための駆動条件に応じて発光ダイオードの順方向駆動電圧を，及び，発光ダイ
オードの色度を調節するための駆動条件に応じてＰＷＭ信号を，バックライトに供給して
もよい。
【００２９】
　上記第１記録手段に記録された液晶駆動条件には，温度による駆動条件，ＬＣＤモード
ごとの駆動条件，駆動周波数，駆動電圧及び表現しようとするグレイスケールによる駆動
条件の中から，少なくとも１つが含まれていてもよい。
【００３０】
　上記バックライト駆動回路は，ＬＣＤ駆動回路から供給される駆動条件に含まれる発光
ダイオードの輝度に対する駆動条件を受けて，発光ダイオードの順方向駆動電圧を発生す
る駆動電圧発生手段と；ＬＣＤ駆動回路から供給される駆動条件に含まれる発光ダイオー
ドの色度に対する駆動条件を受けて，発光ダイオードのＰＷＭ信号を発生するＰＷＭ信号
発生手段と；を備えていてもよい。
【００３１】
　上記液晶表示装置は，フィールド順次駆動方式の液晶表示装置であってもよい。
【００３２】
　上記液晶パネルは，液晶パネルの温度を感知するための温度感知手段と；液晶を透過す
る光の輝度及び色度を感知するための輝度／色度感知手段と；をさらに含んでもよい。
【００３３】
　上記ＬＣＤ駆動回路は，液晶パネルから供給される温度感知信号及び輝度／色度感知信
号を受けて，該信号に相応する液晶駆動条件及び発光ダイオード駆動条件を記録手段から
再び読み出し，読み出された駆動条件により液晶パネル及び発光ダイオードを駆動させて
もよい。
【００３４】
　上記課題を解決するために，本発明の別の観点によれば，多数の画素がマトリックス形
態で配列された液晶パネルと，液晶パネルで光を順次発生させるための少なくとも２つの
発光ダイオードを含むバックライトと，を備える液晶表示装置の駆動方法であって：液晶
パネルの各画素の液晶を駆動するための液晶駆動条件及び発光ダイオードごとの駆動条件
を予め記録する段階と，液晶表示装置の動作時に予め記録された液晶駆動条件及び発光ダ
イオードごとの駆動条件の中から，該当する液晶駆動条件及びバックライトに含まれる発
光ダイオードに該当する駆動条件を選択する段階と；選択された液晶駆動条件によって液
晶パネルの各画素の液晶を駆動する段階と；選択された発光ダイオードごとの駆動条件に
応じてバックライトの発光ダイオードを駆動するための信号を発生させる段階と；発光ダ
イオードを駆動するための信号により発光ダイオードを駆動する段階と；を含むことを特
徴とする液晶表示装置の駆動方法が提供される。
【００３５】
　上記予め記録された駆動条件は，発光ダイオードごとの輝度及び色度を調節するための
駆動条件であり，発光ダイオードの輝度を調節するための順方向駆動電圧と，色度を調節
するためのＰＷＭ信号と，を含んでもよい。
【００３６】
　上記予め記録された駆動条件は，温度による駆動条件，ＬＣＤモードごとの駆動条件，
駆動周波数，駆動電圧，及び表現しようとするグレイスケールによる駆動条件の中から，
少なくとも１つが含まれる液晶駆動条件であってもよい。
【００３７】
　上記液晶表示装置の駆動方法は，液晶パネルの温度と，液晶を透過する光の輝度及び色
度とを検出する段階と；予め記録された液晶駆動条件及び発光ダイオードごとの駆動条件
の中から，検出された液晶パネルの温度，並びに液晶を透過する光の輝度及び色度に相応
する液晶駆動条件及び発光ダイオード駆動条件を再び選択する段階と；選択された液晶駆
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動条件及び発光ダイオード駆動条件により液晶パネル及び発光ダイオードを再び駆動する
段階と；をさらに含んでもよい。
【発明の効果】
【００３８】
　以上説明したように本発明によれば，液晶の駆動条件及び発光ダイオードごとに最適化
された駆動条件を記録手段に記録した後，必要とする液晶駆動条件と発光ダイオード駆動
条件を読み出して液晶パネルとバックライトを駆動させることによって，発光ダイオード
の不均一な駆動電流にも拘わらず，好ましい輝度と色度を有する画像を表示することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３９】
　以下に添付図面を参照しながら，本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお，本明細書及び図面において，実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
，同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００４０】
　図３は，本発明の実施の形態に係る液晶表示装置を示す構成図である。
【００４１】
　図３に示すように，本実施形態にかかる液晶表示装置は，ＬＣＤ駆動回路４００と，バ
ックライトドライバ５００と，バックライト６００と，液晶パネル７００などを備える。
図面上の符号３００は，液晶表示装置が接続されるメインシステムをコントロールするた
めの外部制御装置であり，例えばＣＰＵが用いられる。
【００４２】
　ＬＣＤ駆動回路４００は，コントローラ４１０と第１記録手段４２０を備える。第１記
録手段４２０は，バックライト６００を構成する発光ダイオードを駆動するための駆動条
件が発光ダイオードごとに記録される手段であり，例えばＥＥＰＲＯＭとすることができ
る。第１記録手段４２０は，製品ごとにフィールド順次駆動方式の液晶表示装置を駆動す
るための駆動条件を記録するための手段であり，発光ダイオードの駆動条件と液晶の駆動
条件が記録されている。
【００４３】
　第１記録手段４２０に記録されている発光ダイオード駆動条件として，発光ダイオード
（ＬＥＤ）を駆動するための駆動電圧とパルス幅変調値（ＰＷＭ値）が記録されている。
また，上記の駆動電圧とＰＷＭ値は発光ダイオードの製品ごとに最適化された駆動条件を
満足する値が記録されている。液晶駆動条件としては，温度によるＬＣＤ駆動条件，ＬＣ
Ｄモードごとの駆動条件，駆動周波数，駆動電圧，または表現しようとするグレイスケー
ルによる駆動条件などが記録されている。その他に，ＬＥＤとＬＣＤを駆動するのに必要
である駆動条件が記録されてもよい。このように，外部の要因や，ＬＥＤの駆動電流の不
均一さに対する考慮が必要な駆動条件を，発光ダイオード製品ごとに予め設定してＥＥＰ
ＲＯＭ４２０に記録する。
【００４４】
　例えば，温度ごとに駆動周波数，駆動電圧，発光ダイオードのターンオン時間を最適化
し，最適化した駆動条件を第１記録手段４２０に記録することになる，しかし，温度の場
合には，液晶パネルの温度が基準温度よりも低い場合には液晶の応答速度が遅くなり，逆
に液晶パネルの温度が基準よりも高い場合には液晶の応答速度が速くなるため，それによ
って駆動周波数を調整しなければならない。従って，第１記録手段４２０には，温度ごと
に，それに応じる駆動周波数，駆動電圧及び発光ダイオードのターンオンタイムなどが記
録されている。
【００４５】
　コントローラ４１０は，制御手段であり，第２記録手段４３０を備える。第２記録手段
４３０は，液晶表示装置が駆動する時に第１記録手段４２０から読み出された，バックラ
イト６００を構成する発光ダイオードに適した駆動データを一時的に記録するための記録
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手段であり，例えばレジスタとすることができる。
【００４６】
　バックライト駆動回路５００は，駆動電圧発生手段５１０とＰＷＭ信号発生手段５２０
とを備える。駆動電圧発生手段５１０は，ＬＣＤ駆動回路４００から供給される駆動条件
に含まれるバックライトの輝度に関係する駆動条件を受けて，つまり入力されて，バック
ライト６００のＲ，Ｇ，Ｂの発光ダイオードに適した駆動電圧（ＲＶｆ，ＧＶｆ，ＢＶｆ
）を順に発生させる。ＰＷＭ信号発生手段５２０は，ＬＣＤ駆動回路４００から供給され
る駆動条件に含まれるバックライトの色度に関係する駆動条件を受けて，つまり入力され
て，バックライト６００のＲ，Ｇ，Ｂの発光ダイオードに適したＰＷＭ信号（ＲＰＷＭ，
ＧＰＷＭ，ＢＰＷＭ）を順に発生させる。
【００４７】
　バックライト６００は，図４に示すように，Ｒ，Ｇ，Ｂのバックライト６０１，６０３
，６０５から構成される。Ｒ，Ｇ，Ｂのバックライト６０１，６０３，６０５は，それぞ
れバックライト駆動回路５００から供給される順方向駆動電圧（ＲＶｆ，ＧＶｆ，ＢＶｆ
）とＰＷＭ信号（ＲＰＷＭ，ＧＰＷＭ，ＢＰＷＭ）によって駆動されてそれぞれ所定の輝
度及び色度を有するＲ，Ｇ，Ｂの光を放出するＲ，Ｇ，Ｂの発光ダイオード（ＲＬＥＤ，
ＧＬＥＤ，ＢＬＥＤ）で構成される。
【００４８】
　液晶パネル７００は，画素がマトリックス形態で配列された画素アレイ７１０と，該画
素アレイ７１０の画素を駆動するためのゲートドライバ及びソースドライバ（図示せず）
を備える。また，液晶パネル７００は，液晶パネルの温度を感知するための温度感知手段
７２０と，液晶パネル７００の液晶を介して透過される光の輝度及び色度を測定するため
の輝度／色度感知手段７３０をさらに備える。
【００４９】
　上述したような構成を有する液晶表示装置の動作を以下に説明する。
【００５０】
　液晶表示装置が駆動されると，ＣＰＵ３００はＬＣＤ駆動回路４００内の第１記録手段
４２０からデータを読み出す。ＣＰＵ３００は，予め第１記録手段４２０に記録された発
光ダイオードの駆動条件と液晶駆動条件を読み出すための制御信号（図中のＣＳ）をＬＣ
Ｄ駆動回路４００に供給する。
【００５１】
　ＬＣＤ駆動回路４００は，制御信号（ＣＳ）によりコントローラ４１０が第１記録手段
４２０に記録されている発光ダイオードごとの駆動条件の中から，該当する発光ダイオー
ドに適合した駆動条件を読み出し，一時的な記録手段である第２記録手段４３０に記録す
る。また，コントローラ４１０は，第１記録手段４２０に記録されている液晶パネル７０
０の液晶駆動条件の中から該当する駆動条件を読み出して一時的な記録手段である第２記
録手段４３０に記録する。
【００５２】
　従って，ＬＣＤ駆動回路４００は，第２記録手段４３０に記録された液晶駆動条件を液
晶パネル７００の画素アレイに供給し，これによって画素アレイ７１０に配列された画素
の液晶が駆動条件により駆動される。一方，ＬＣＤ駆動回路４００は，第２記録手段４３
０に記録された発光ダイオード駆動条件をバックライト駆動回路５００に供給する。
【００５３】
　バックライト駆動回路５００は，ＬＣＤ駆動回路４００から供給される駆動条件の中か
ら順方向駆動電圧に対する条件を駆動電圧発生手段５１０に供給し，ＰＷＭ信号に対する
条件をＰＷＭ信号発生手段５２０に供給する。従って，駆動電圧発生手段５１０は，発光
ダイオードの順方向駆動電圧を発生させ，ＰＷＭ信号発生手段５２０はＰＷＭ信号を発生
させる。
【００５４】
　これによって，バックライト６００を構成する発光ダイオードは，バックライト駆動回
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路５００から供給される駆動電圧とＰＷＭ信号によって駆動される，その結果，バックラ
イト６００は所定の色度及び輝度を有する光を放出できる。
【００５５】
　図４は，バックライト駆動回路５００とバックライト６００の構成図である。図４を参
照して，ＬＣＤ駆動回路４００から供給される発光ダイオード駆動条件によりバックライ
ト駆動回路５００がバックライト６００を駆動することを説明する。
【００５６】
　バックライト駆動回路５００は，ＬＣＤ駆動回路４００から供給される発光ダイオード
駆動条件の中から，Ｒ，Ｇ，Ｂの発光ダイオードの順方向駆動電圧に対する駆動条件を駆
動電圧発生手段５１０への入力信号として入力し，Ｒ，Ｇ，Ｂの発光ダイオードのＰＷＭ
信号に対する駆動条件をＰＷＭ信号発生手段５２０への入力信号として入力する。
【００５７】
　従って，駆動電圧発生手段５１０は，バックライト駆動回路４００から供給される順方
向駆動電圧に対する駆動条件を入力されて，Ｒ，Ｇ，Ｂの発光ダイオード（ＲＬＥＤ，Ｇ
ＬＥＤ，ＢＬＥＤ）の駆動電圧（ＲＶｆ，ＧＶｆ，ＢＶｆ）を順次発生させる。また，Ｐ
ＷＭ信号発生手段５２０は，バックライト駆動回路４００から供給されるＰＷＭ信号に対
する駆動条件を入力されて，Ｒ，Ｇ，Ｂの発光ダイオード（ＲＬＥＤ，ＧＬＥＤ，ＢＬＥ
Ｄ）のＰＷＭ信号（ＲＰＷＭ，ＧＰＷＭ，ＢＰＷＭ）を順に発生させる。これによって，
各発光ダイオード（ＲＬＥＤ，ＧＬＥＤ，ＢＬＥＤ）に適した駆動電圧により輝度を調整
し，Ｒ，Ｇ，Ｂの発光ダイオード（ＲＬＥＤ，ＧＬＥＤ，ＢＬＥＤ）のＰＷＭ値を調節し
て具現される色のホワイトバランスを調節する。
【００５８】
　例えば，１つのフレームが３つのサブフレームで構成されてＲ，Ｇ，Ｂの発光ダイオー
ド（ＲＬＥＤ，ＧＬＥＤ，ＢＬＥＤ）をサブフレームごとに順次駆動する場合，第１サブ
フレームでは，ＬＣＤ駆動回路４００から供給される駆動条件に応じて，Ｒ発光ダイオー
ド（ＲＬＥＤ）に適した順方向駆動電圧（ＧＶｆ）を供給して，Ｒ発光ダイオード（ＲＬ
ＥＤ）を駆動する。続いて，第２サブフレームでは，ＬＣＤ駆動回路４００から供給され
る駆動条件に応じてＧ発光ダイオード（ＧＬＥＤ）に適した順方向駆動電圧（ＧＶｆ）を
供給してＧ発光ダイオード（ＧＬＥＤ）を駆動し，第３サブフレームでは，ＬＣＤ駆動回
路４００から供給される駆動条件に応じて，Ｂ発光ダイオード（ＢＬＥＤ）に適した順方
向駆動電圧（ＢＶｆ）を供給してＢ発光ダイオード（ＢＬＥＤ）を駆動する。
【００５９】
　このように第１サブフレームで，Ｒ発光ダイオード（ＲＬＥＤ）に適した駆動電圧（Ｒ
Ｖｆ）が供給されて駆動される場合，ＬＣＤ駆動回路４００から供給される駆動条件に応
じてＲ発光ダイオード（ＲＬＥＤ）の発光区間を最適化させて駆動電流をパルス幅変調（
ＰＷＭ：ｐｕｌｓｅ　ｗｉｄｔｈ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）し，また，Ｇ及びＢの発光ダ
イオード（ＧＬＥＤ），（ＢＬＥＤ）の駆動時には，Ｇ及びＢの発光ダイオード（ＧＬＥ
Ｄ），（ＢＬＥＤ）の発光区間を最適化させて駆動電流をパルス幅変調する。
【００６０】
　従って，Ｒ，Ｇ，Ｂの発光ダイオード（ＲＬＥＤ，ＧＬＥＤ，ＢＬＥＤ）から好ましい
輝度及び色度を有する光が発生されるので，液晶パネル７００は画素アレイの液晶駆動に
よって発光ダイオード（ＲＬＥＤ，ＧＬＥＤ，ＢＬＥＤ）により発光される光が透過され
て所定の画素を表示する。
【００６１】
　一方，本実施形態にかかる液晶表示装置は，液晶パネル７００にサーミスタのような温
度センサを有する温度感知手段７２０を備えてもよい。その場合，温度感知手段７２０に
より液晶パネル７００の温度が感知され，ＬＣＤ駆動回路４００のコントローラ４１０の
制御により，液晶パネルの温度がＬＣＤ駆動回路４００に供給される。コントローラ４１
０は，液晶パネルから供給される温度の値を入力され，液晶パネルの温度に変化があれば
，それに応じた駆動条件を再び第１記録手段４２０から読み出す。
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【００６２】
　また，本実施形態にかかる液晶表示装置は，液晶パネル７００に輝度及び色度を感知す
る輝度／色度感知手段７３０を備えてもよい。その場合，輝度／色度感知手段７３０によ
って液晶により透過される光の輝度及び色度が感知される。感知された色度及び輝度に関
するデータは，ＬＣＤ駆動回路４００のコントローラ４１０の制御により，ＬＣＤ駆動回
路４００に供給される。コントローラ４１０は液晶パネルから供給される輝度及び色度に
関するデータに応じた駆動条件を再び記録手段４２０から読み出す。
【００６３】
　従って，ＬＣＤ駆動回路４００は，温度，輝度及び色度に関する感知データに相応な液
晶駆動条件と発光ダイオード駆動条件を液晶パネル７００とバックライト駆動回路５００
に供給できる。それにより，液晶パネル７００とバックライト駆動回路５００は，ＬＣＤ
駆動回路４００から供給される新しい駆動条件により画素アレイ７１０とバックライト６
００を駆動する。
【００６４】
　このように，温度感知，そして輝度及び色度を感知して，それに適した駆動条件で液晶
パネルとバックライトを駆動させることによって，液晶パネルの温度及び発光ダイオード
の駆動電流のばらつきにも拘わらず，最適化された駆動条件で液晶及びバックライトを駆
動させることができる。そして，最適化された輝度及び色度を有する光を発光し，これに
よって画質を向上させることができる。
【００６５】
　以上，添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが，本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば，特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において，各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり，それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【産業上の利用可能性】
【００６６】
　本発明は，液晶表示装置に適用可能であり，特に，フィールド順次駆動方式の液晶表示
装置に適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】従来のフィールド順次駆動方式の液晶表示装置を示す構成図である。
【図２】従来のフィールド順次駆動方式の液晶表示装置に使用されるバックライト駆動回
路図である。
【図３】本発明の実施の形態に係るフィールド順次駆動方式の液晶表示装置を示す概略的
な構成図である。
【図４】同実施形態にかかるフィールド順次駆動方式の液晶表示装置のＬＣＤ駆動回路と
バックライト駆動回路を示す構成図である。
【符号の説明】
【００６８】
　３００　　　ＣＰＵ
　４００　　　ＬＣＤ駆動回路
　４１０　　　コントローラ
　４２０　　　第１記録手段
　４３０　　　第２記録手段
　５００　　　バックライト駆動回路
　５１０　　　駆動電圧発生手段
　５２０　　　ＰＷＭ信号発生手段
　６００　　　バックライト
　６０１，６０３，６０５　　　Ｒ，Ｇ，Ｂバックライト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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要解决的问题：即使发光二极管的驱动电流有波动，也要在最佳条件下
驱动发光二极管，以获得均匀的亮度和色度。 ŽSOLUTION：每个发光
二极管的液晶驱动条件和发光二极管驱动条件预先记录在液晶显示屏
中。液晶显示器设有LCD驱动电路400，通过控制从外部提供的信号记录
的液晶驱动条件和发光二极管驱动条件输出相应的液晶驱动条件和相应
的发光二极管驱动条件。部分，进行操作时;由LCD驱动电路提供的液晶
驱动条件驱动的液晶面板700，根据LCD驱动电路和背光600提供的发光
二极管驱动条件驱动背光的背光驱动电路500，依次驱动从背光驱动电路
产生的信号，并提供有两个或多个发光二极管。 Ž
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